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黄

常

て

";) 

し、

恐そ
よL
コて

総〈ー〉
t-
コ"¥

の
}奇
よ二、

の
性
格
に
つ
い
て
論
一
巡
し
た
際
、
上
帝

i
皐

湖
源
し
て
賞
一
一
w
の
性
格
を
よ
帝
的
な
も
の
、
部
ち

た
。
そ
の
後
、
更
に
資
料
や
論
文
を
調
一
読
し
た
結
果
、
そ
の

μ

滋
ぎ
た
と
と
を
認
め
、
と
と
に
茨
帝
花
づ
い
て
再
読
す

悼
の
衣
第
で
あ
る
。

と
き
、
民
間
信
仰
と
深
く
結
び
づ
い
た
古
体
説
の
解
明
に
は
、

の
成
果
が
多
大
の
貢
献
を
怠
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
諮

御
示
散
を
一
仰
ぐ
と
と
と
し
、
と
と
に
は
、
一
息
リ
ム
文
総
花
見
え
る

い
て
、
そ
の
努
生
の
模
相
を
大
路
考
察
し
た
い
と
思
ふ
。

、、2
/一一

f
t

、

資
帝
の
地
伎
は
、
史
…
一
犯
の
王
山
知
木
和
に
杢
ク
て
、
初
め
て
先
着
し
た
と
言
へ

何
と
な
れ
ば
、
そ
と
に
於
て
、
際
史
的
官
ぃ
帝
主
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
得

る
3

史
記
本
紀
に
記
載
さ
れ
る
以
前
と
以
後
と
の
文
献
で
は
、
費
出
W

話
ν
歌
意
気
乍
奔
一
迎
。
傍
人
英
ν
怪
玉
山
顔
。

階
願
手
弄
一
一
風
間
月
一
。
寓
古
千
秋
照
一
一
金
閉
山
?
。

起
句
は
李
白
の
七
古
「
山
中
鼠
〈
ニ
幽
人
-
針
的
」
の
詩
句
ご
杯
一
杯
復
一
材
、

知
加
わ
せ
、
結
尾
は
「
把
v
沼
間
v
月
」
の
詩
匂
「
唯
願
滋
レ
歌
お
ν
沼
持
、
月

照
金
樽
謀
。
」
と
変
る
と
と
る
が
な
い
。

以
上
に
よ
っ
て
私
が
紙
南
海
を
日
本
近
世
詩
壇
の
李
白
と
す
る
と
と

r

て

は

概

ね

異

論

は

司

な

か

ろ

う

と

思

う

。

以

上

今
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ワハ
M'

一日釘

井

に
対
す
る
取
扱
ひ
方
に
於
て
著
し
い
相
違
が
容
易
に
発
見
さ
れ
る
。
百
子
金
書
に
J

見
え
る
数
多
く
の
賀
帝
記
事
に
よ
っ
て
見
れ
ば
(
注
二
、
そ
れ
以
後
の
文
献
で

は
、
す
べ
て
な
ん
ら
か
の
意
味
に
於
て
焚
有
木
紀
の
記
事
を
踏
襲
し
て
ゐ
る
。
し

か
し
そ
れ
以
後
の
文
献
で
は
、
そ
の
記
事
が
著
し
く
秘
話
的
。
俸
説
的
で
お
り
、

従
ク
て
そ
の
地
位
も
浮
動
し
て
ゐ
る
。
ま
さ
に
、
「
百
家
、
焚
帝
を
一
一
一
一
ロ
ム
、
そ
の

一
一
一
一
日
、
雑
観
な
ら
や
。
」
と
、
史
公
に
評
さ
れ
る
一
通
り
で
あ
る
。
今
そ
の
種
々
相
に

つ
い
て
、
と
と
に
総
説
す
る
余
裕
を
も
た
な
い
が
、
た
だ
史
公
に
よ
づ
て
、
か
く

の
ご
と
き
不
動
の
地
位
を
定
め
し
め
る
に
至
っ
た
原
因
や
理
由
に
つ
い
て
は
、
種

々
の
考
察
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
哲
一
一
袈
な
契
機
を
な
し
た
も
の
と
し
て
、
父
談
の

学
嵐
、
並
び
に
潔
初
黄
表
思
想
の
緩
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。
司
馬
氏
父
子
の
学
風
相

違
論
(
注
一
一
)
は
別
と
し
て
も
、
漢
一
初
比
於
け
る
費
老
思
想
の
感
行
記
づ
い
て
は

何
人
と
い
へ
ど
も
異
論
の
余
地
は
、
な
い
で
あ
ら
う
。
と
の
安
治
思
想
の
盛
行
に
関

聯
し
て
、
そ
の
滋
協
の
問
題
が
務
家
記
よ
ク
て
論
及
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
当

然
、
資
帝
思
想
の
発
生
に
ま
で
湖
探
せ
ざ
る
を
符
た
い
間
越
と
な
づ
て
ゐ
る
。

す
で
に
務
係
陳
溜
の
指
摘
す
る
ご
と
く
ハ
注
一
一
一
〉
、
漠
初
に
始
ま
る
も
の
で
は

ーはわー



な
し
、
設
桁
列
、俸
に
、
慌
到
・
悶
餅
・
接
一
チ
・
猿
淵
の
徒
が
、
焚
老
一
週
徳
の
術
を

砂ザ
イぶ
と
見
え
て
ゐ
る
。
と
れ
ら
の
人
々
段
、
何
れ
も
い
芳
の
稜
下
の
説
者
で
あ
る
。

然
ら
ば
機
下
の
M
m

宥
聞
に
賀
来
思
想
が
、
従
づ
て
女
帝
間
川
知
叫
が
行
は
れ
て
ゐ
た
と

目
見
ち
れ
る
。
閃
に
賞
老
の
紡
A
h
k
於
て
段
、
賀
子
戸
主
と
し
て
、
と
れ
に
道
子
一
結
合

さ
せ
た
も
の
と
場
へ
ら
れ
る
。
古
く
は
皆
費
者
と
称
し
定
焚
の
称
除
後
漢
以
後

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
〈
設
問
〉

0

恕
段
、
と
の
友
樹
列
館
に
於
て
注
意
さ
れ
る
の

は
、
協
約
の
思
想
と
し
て
、
「
先
序
今
以
上
京
一
ム焚
出
判
、
学
者
所
共
術
。
」
の
一
文

で
あ
る
σ

「A
こ
は
戦
留
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
初
ク
て
焚
帝
に
至
る
と
い
ふ
思

想
で
あ
る
が
、
と
れ
に
は
隊
約
の
費
帝
観
に
時
間
的
英
列
が
導
入
さ
れ
て
ゐ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
o

と
れ
ば
中
国
九
州
の
、
怨
一
閥
的
系
列
の
思
想
と
北
ハ
に
注
意
す

べ
き
脇
約
の
思
想
で
あ
る
。
黄
山
明
思
惣
と
協
約
と
の
関
係
は
甚
だ
緊
続
で
あ
る
と

言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
少
く
と
も
斉
の
殺
下
学
と
費
一
帝
と
の
関
係
は
絶
対
的
で
あ

る
と
見
ら
れ
る
。

と
の
と
と
在
積
…
倒
的
に
実
証
す
る
資
料
と
し
て
、
金
石
訟
の
成
巣
が
挙
げ
ら
れ

る
。
民
問
二
十
一
一
一
年
、
北
京
の
際
史
詩
一
一
一
一
同
研
安
所
の
「
禁
刊
」
第
三
木
第
四
分
に

掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
徐
中
併
の
説
が
と
れ
で
・
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
論
文
「
隊
侯
凶
器

考
釈
」
中
の
、
「
陳
侯
悶
脊
銭
」
の
銘
文
に
於
け
る
「
高
祖
黄
有
」
の
発
見
で
あ

る
。
と
の
間
文
字
の
解
説
は
、
毅
採
去
の
不
可
織
と
し
た
と
こ
ろ
で
〈
注
五
)
、

郭
沫
批
判
は
「
高
組
本
…
管
」
説
を
採
っ
て
ゐ
た
が
、
徐
説
、を
是
と
し
て
紫
有
に
改

読
し
て
ゐ
る
〈
注
六
〉
。
徐
説
は
、
民
国
二
十
一
一
一
年
、
更
に
同
祈
・然
所
の
丁
山
花
H

よ
っ
て
根
拠
付
け
ら
れ
て
か
ら
は
、
諸
家
と
れ
に
従
ひ
、
楊
寛
の
「
中
国
上
古
民

導
論
い
に
も
強
要
放
後
料
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
諸
出
燃
に
開
設
問
な
く
砕

界
の
定
説
と
さ
れ
て
ゐ
る
現
在
、
金
石
方
砲
に
於
て
は
と
れ
以
上
湖
れ
な
い
と
す

れ
ば
(
校
七
〉
、
徐
説
に
よ
ク
て
論
及
す
る
の
が
安
当
と
考
へ
る
。

徐
説
を
主
と
し
て
、
丁
山
・
羅
氏
・
郭
氏
の
説
を
参
照
し
て
、
銘
文
を
解
読
す

れ
ば
次
の
ご
と
く
な
る
。一際
侯
悶
務
問
、
皐
点
満
d

(

学
武
杭
公
、
恭
京
大
談
克
成
。
其
惟

、、J〆
円ノム

図
皆
、
揚
長
考
、
紹
矯
高
組
焚
帯
、
作
例
…
宿
文
、
朝
間
務
役
、
答
揚
阪
線
。
持
。

侯
寅
薦
士
口
金
、
舟
作
一
苧
武
一
板
門
公
、
祭
器
鐙
o

以
一
治
以
勢
、
似
有
穂
邦
、
世
γ

尚
一
ず
一

孫
、
永
劫
州
内
向
。
(
劉
心
源
著
録
、
寄
似
安
土
間
金
文
述
、
巻
問
。
〉

右
の
銘
文
段
、
父
一
相
公
の
た
め
に
祭
擦
の
銭
を
作
る
そ
の
製
作
恐
山
正
明
ら
か
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
務
侯
貢
献
の
古
金
を
以
て
、
父
の
祭
器
を
作
る
は
、
済

留
の
祭
犯
を
施
や
す
と
と
な
く
、
万
枇
の
子
孫
花
王
る
ま
で
永
く
繁
栄
せ
ん
と
と

を
祈
念
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
父
相
公
午
の
成
徳
を
以
彰
す
いの
吟
悟
を
か
す
に
、

悉
く
は
高
蹴
焚
帯
、
宮
、
近
く
は
芳
一
担
。
山
付
文
の
抑
制
法
一
九
を
継
承
し
、
一
務
内
wm
を
朝
間
せ

し
め
ん
と
い
ふ
一
言
採
を
'
以
て
し
、
斉
一
一
国
民
俸
は
る
務
者
的
自
覚
を
烈
え
と
し
て

表
明
し
て
ゐ
る
。

お
の
銘
文
を
刻
し
た
隙
侯
閣
改
一刊
は
、
間
済
第
一
一
角
代
の
威
主
関
郁
円
で
あ
る
o
火
山
応

の
向
敬
仲
先
世
家
花
、
「
一
料
公
卒
、
一
ナ
威
王
国
一
殉
立
」
と
あ

D
、
そ
の
名
を
閃
済

と
い
ふ
広
、
こ
と
に
悶
汚
泥
作
る
は
十
門
学
の
一
迎
用
に
よ
る
(
一
向
八
〉
。
隊
供
と
い

ふ
段
、
そ
の
組
陳
究
が
際
関
大
夫
の
出
身
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
威
主
を
称
せ
守



阪
侯
因
習
を
称
ず
る
は
、
そ
O
称
王
以
前
の
作
と
し
て
、
在
位
年
数
と
共
に
、

-g

ら
祭
器
製
作
の
年
代
抗
山
た
に
震
要
注
陽
一
示
を
与
へ
℃
ゐ
る
o

徐
氏
は
そ
れ
を
西
紀

前
三
七
五
年
墳
と
推
定
し
て
ゐ
る
が
、
大
一
体
安
当
で
争
る
と
思
は
れ
る
。
桂
陵
の

一
戦
に
貌
を
伐
ク
て
大
勝
を
博
し
た
の
は
威
主
郎
伎
の
二
十
六
年
で
あ
り
、
開
wm

E
の
十
六
年
、
西
妃
前
一
一
…
五
一
一
一
年
で
あ
る
。
「
於
是
済
最
強
於
諸
侯
、
自
郡
佐
川

王
、
以
今
天
下
。
」
と
問
先
世
家
K
あ
れ
ば
、
威
主
の
称
王
は
こ
の
年
と
見
ら
れ

従
っ
て
祭
器
の
製
作
年
代
は
そ
れ
以
前
と
な
る
と
と
は
確
実
と
見
ら
れ
る
。
部
長

の
大
夫
と
阿
の
大
夫
に
対
し
て
信
賞
必
罰
、
以
て
英
俊
の
機
鋒
を
示
し
た
の
は
即

位
の
九
年
で
お
る
と
す
れ
ば
、
と
の
領
、
郎
ち
西
紀
前
一
一
一
七

O
年
頃
の
作
で
は
な

か
ら
う
か
。

、3ノ一一一

さ
で
然
ら
ぼ
、
賞
帯
保
説
の
ま
づ
開
済
に
定
荒
す
べ
き
必
然
性
如
何
。
徐
説
は

「
鉢
公
液
紋
」
の
説
(
注
九
〉
を
根
拠
と
し
て
1

問
済
に
属
す
る
段
透

鋳
民
族
構
成
の
体
説
で
あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。
即
ち
武
主
克
約
の
際
に

思
川
町
章
一
玉
、
乃
褒
封
・
賀
市
W
之
後
於
説
。
(
側
一
品
)

殿
、
入
段
。
来
下
関
税
)
命
一
主
義
之
後
於
銭
。
(
削
減
…
喉
)

の
子
孫
を
統
〈
鋳
)
に
封
じ
た
と
と
が
、
総
記
奨
記
・
韓
詳
外
体
'
桂
三

れ
る
む
と
れ
と
、

二
一
十
五
来
、
共
得
姓
者
十
四
入
、
篤
十
二
姓
。
姫
・
直
・
一
副
e

己
e

毘
・
仙
沼
工
法
@
喧
・
議
@
衣
o

g
h
J

ノ

1

4

1

4

Hノ

r

判，or
正
l

の
一
一
一
一
向
に
見
え
る
「
妊
姓
」
と
を
結
ぶ
も
の
と
し
℃
、
鋳
公
笈

れ
て
ゐ
る
。

設
妊
、
素
鋳
公
之
女
、
故
篤
之
作
藤
器
。
然

。
へ
観
堂
償
問
林
、
初
索
J

-
続
開
字
{
巻
十
九
、
史
林
十
)

係
が
づ
く
。
従
ク
て
鍔
は
妊
姓
、
即
ち
賀
有
の

し
か
し
℃
バ
と
の
の
地
撃
に
ク
い
て
、

左
氏
一
葉
公
二
十
一
一
の
社
設
に
、
「
鐸
凶
、
消
北
蛇
郎
燃
所
治
也
。
」
と
あ

pも

竹
添
博
士
の
裳
訟
に
、
「
今
山
東
泰
山
…
女
府
泰
安
防
料
開
南
七
十
間
十
寸
有
錯
郷
掛
。
〕

と
見
え
て
ゐ
る
。
こ
の
係
留
が
町
一
向
に
属
し
て
ゐ
た
。
そ
と
で
鋒
民
族
信
仰
の
高

税
貿
帝
の
体
説
が
、
間
済
の
威
主
犯
歪
ク
℃
w

済
一
一
国
の
高
説
吠
布
と
し
て
採
り

上
げ
ら
れ
、
定
策
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
が
主
と
し
て
徐
中
併
の
僚
候
凶
器
考

釈
に
よ
ク
て
、
背
一
荷
思
想
の
大
…
裂
を
補
一
祝
し
た
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
と
と
に
紳
話
。
侍
説
の
解
明
に
詩
一
一
話
よ
り
す
る
寸
前
官
砕
一
汲
の
説
が
あ

る
。
控
越
の
焚
郁
朗
自
一
一
一
一
怖
の
説
。
で
あ
り
、
楊
支
と
れ
に
従
引
い
、
上
布

i
皇
帝
!
究

帝
の
滋
変
説
を
成
し
、
誠
一
変
の
時
代
を
徐
説
の
「
{
南
部
資
布
」
に
よ
り
、
山
川
済
成

王
の
敵
国
初
期
に
あ
る
と
し
て
ゐ
る
(
注
十
〉
。
な
る
ほ
ど
焚
と
塞
が
、
同
じ
く

げ
ロ
山
口
問
の
音
で
、
古
本
に
謹
用
さ
れ
て
ゐ
る
例
が
あ
る
。
易
繋
辞
の
「
賀
布
一

致

7
舜
@
詑
衣
裳
市
天
下
治
。
」
の
一
文
が
、
「
出
料
品
有
一
式
々
」
と
風
俗
湿
の
声
音

穏
に
見
え
、
春
秋
繁
慌
の
一
一
一
代
改
制
質
文
績
に
、
一
件
級
、
在
改
号
し
て
皇
帝
と
し
て

ゐ
る
一
文
も
見
え
て
ゐ
る
。
し
か
も
皇
帝
の
諾
は
、
春
秋
初
期
の
給
誌
に
見
え
る

と
と
も
郭
氏
は
指
摘
し
て
ゐ
る
(
説
十
一
)
。
従
ク
て
安
心
付
に
先
立
ク
J

起
点
布
の
存

在
を
確
証
し
、
長
と
安
の
同
音
転
誌
に
よ
ク
て
、
皇
帝
か
ら
焚
帝
へ
の
部
一
俊
一
説
が

可
能
に
見
え
る
。
し
か
し
と
れ
ば
拙
録
的
処
置
に
失
し
、
結
論
を
念
に
す
る
も
の

と
一
宮
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

思
ふ
に
上
布
j
向
一
一
ヰ
帝
の
演
変
説
は
、
同
じ
く
天
の
思
想
を
根
拠
と
す
る
も
の
と

し
て
・
成
立
可
躍
で
あ
る
が
、
と
れ
と
た
然
異
質
的
な
地
の
思
想
を
挟
拠
と
す
賀
痛

と
結
ぶ
に
同
音
転
説
を
以
て
し
、
長
報
i

茨
帝
の
演
変
一
視
を
成
立
せ
し
め
る
に
は

な
ほ
他
民
種
々
の
要
素
が
考
察
@
一
社
開
閉
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
括
一
一
一
一
向
学
一
訳
の

い
ふ
一
括
一
一
出
向
の
転
詑
に
よ
づ
て
の
み
、
体
説
一
は
分
化
し
発
展
し
℃
ゐ
る
と
す
る
の

は
、
拾
袋
的
形
式
論
に
箆
し
一
何
仰
い
危
険
性
が
あ
る
。
と
と
に
於
て
か
、
銭
円
公
笠
蹴

の
説
ー
が
採
り
J

上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
と
考
へ
る
の
で
あ
る
c

¥
sノ
4
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説
文
/
に
紫
は
、
「
地
之
色
也
o
H
m
問
、
文
態
。
支
古
文
光
。
」
と
あ
り
、
地
の

色
を
い
ひ
百
間
に
従
ふ
。
紫
は
純
然
、
花
る
地
の
思
想
に
関
係
す
る
も
の
で
、
上
前W

或
は
嘉
有
の
突
の
思
想
と
は
、
木
山
栄
悦
格
を
異
に
し
た
も
の
と
ニ
一
一
口
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
し
か
も
前
述
の
ど
1
f
く
、
女
帝
思
想
は
鋳
民
族
の
組
先
と
し
て
信
奉
さ
れ
℃

体
承
し
来
ク
た
も
の
で
、
政
遁
民
族
た
る
点
よ
り
見
て
、
そ
の
久
し
き
K
一
旦
る
と

と
を
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
然
ら
ば
、
周
王
朝
に
よ
る
天
の
思
想
と
、
先
住
皮

選
民
族
の
簡
に
信
奉
さ
れ
た
地
の
思
想
と
の
、
発
生
を
異
に
し
た
こ
ク
の
思
想
の

流
れ
が
存
夜
し
た
と
見
ら
れ
る
。
前
者
に
信
奉
さ
れ
た
の
が
、
上
帝
!
皇
帝
の
思

想
で
あ
り
、
後
者
に
信
奉
さ
れ
た
の
が
費
有
の
体
説
で
あ
っ
た
。
し
か
も
責
有
体

説
は
上
帝
!
底
抗
帝
思
想
に
先
行
し
て
、
政
代
よ
り
久
し
き
に
一
立
っ
て
停
承
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
ら
う
。

紳
諮
が
民
族
理
想
の
表
現
で
あ
h
y
、
体
説
が
彼
等
の
生
活
理
解
に
あ
る
と
す
れ

ば
、
資
帝
俸
説
は
如
何
に
理
解
さ
れ
る
か
。
般
民
族
の
故
地
は
3

安
河
下
流
の
デ

ル
グ
地
方
、
今
の
山
東
・
河
北
の
一
千
野
に
あ
づ
て
、
漸
次
発
展
、
心
た
と
す
れ
ば
、

と
の
茨
土
地
特
に
生
活
し
た
般
民
族
の
最
も
重
要
な
生
活
の
手
段
は
、
農
耕
に
あ

ク
た
で
・
あ
ら
う
こ
と
は
容
易
に
察
知
さ
れ
る
。
農
耕
生
活
ほ
ど
、
そ
の
風
土
に
影

響
さ
れ
る
も
の
は
な
い
。
大
自
然
の
脅
威
に
曝
さ
れ
ク
ク
、
ひ
た
す
ら
順
風
限
雨

を
希
求
し
た
農
民
遼
に
と
づ
て
は
、
た
だ
一
筋
の
一
週
は
黄
土
の
紳
に
随
順
し
信
奉

す
る
外
は
な
い
。
焚
帝
木
紀
に
見
え
る
記
事
・
に
ク
い
て
も
、
農
耕
生
活
と
関
係
し

て
弾
一
侠
さ
れ
る
数
多
く
の
事
実
に
波
議
す
る
。
炎
帝
ん
阪
泉
に
鞍
ひ
、
安
治
v
に一機

的
仰
に
戦
ふ
に
し
て
も
、
風
伯
・
雨
仰
の
援
助
に
よ
っ
て
ゐ
る
。
「
有
土
徳
之
端
、

故
械
焚
帯
。
い
の
一
交
が
端
的
に
表
現
し
て
ゐ
る
。
後
世
的
意
味
に
於
て
も
、
常

に
土
徳
と
関
聯
し
、
五
行
一
思
想
に
於
て
は
土
と
し
て
中
犬
に
限
邸
息
さ
れ
る
o

資
帝
故
事
の
地
野
一
一J
h
-
広
範
問
に
一
見
っ
て
ゐ
る
〈
往
十
二
〉
い
か
、
と
れ
ば
一
ク

K
は

般
民
族
の
発
展
を
意
味
す
る
と
共
に
、
今
一
つ
に
は
賛
布
信
仰
の
拡
大
を
物
語
る

も
の
¥
考
へ
ら
れ
る
。
焚
土

D
恵
み
に
対
す
あ
感
謝
の
念
を
媒
介
と
し
て
、
黄
土

が
あ
り
、
と
れ
が
漸
次
、
拡
大
。
発
展
さ
れ
て
賀
帝
信
仰
の
成

立
と
な
ク
た
と
思
は
れ
る
(
注
十
四
)
。

さ
て
武
王
克
約
に
よ
ク
て
、
と
と

K
皮
肉
の
交
に
於
け
る
一
大
変
革
が
も
た
ら

さ
れ
た
。
立
子
立
総
之
制
、
府
間
数
之
制
、
同
姓
一
小
婚
之
制
(
注
十
三
)
の
ご
と
き
、

周
王
朝
万
世
の
治
安
大
計
が
着
々
一
実
施
さ
れ
た
。
武
主
の
先
聖
王
を
追
思
す
る
は

選
民
族
を
包
羅
統
合
せ
ん
一
か
た
め
で
あ
り
、
更
に
と
れ
ら
を
弧
闘
な
紐
帯
を
以
て

結
ぶ
た
め
に
国
家
統
合
の
理
念
と
し
て
、
地
の
思
想
に
代
へ
る
に
、
抽
象
的
な
天

の
思
想
を
以
で
し
た
。
上
帝
思
想
は
こ
の
必
要
か
ら
生
れ
¥
演
変
し
て
皇
帝
思
想

と
な
ク
た
。
春
秋
戦
国
と
時
代
が
下
る
忙
従
ク
て
、
周
王
朝
の
国
家
的
統
令
力
が

弛
緩
し
、
群
雄
割
拠
の
依
態
と
な
っ
て
、
再
び
民
族
の
租
紳
と
し
て
の
資
有
が
信

奉
さ
れ
る
に
至
づ
た
。
そ
れ
は
天
の
思
想
が
再
び
地
の
思
想
に
置
き
換
へ
ら
れ
た

の
で
あ
る
が
、
単
な
る
復
古
で
は
な
し
に
、
天
の
思
想
を
も
吸
牧
し
た
地
の
思
想

と
し
て
再
生
し
て
ゐ
る
。
即
ち
上
帝
的
或
は
皇
帝
的
性
格
を
附
加
し
た
寅
有
が
再

生
し
た
の
で
あ
る
。
鋳
民
族
の
.
信
奉
し
た
の
は
単
な
る
黄
土
一
仰
で
あ
ク
た
か
も
知

れ
な
い
が
、
間
部
門
の
威
王
国
務
に
よ
ク
て
採
り
上
げ
ら
れ
た
「
高
組
黄
帝
」
は
、

単
な
る
賀
土
紳
で
は
な
い
。
上
帝
的
な
性
格
を
附
加
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
費
老

爺
で
な
く
し
て
焚
帝
で
あ
る
点
花
見
ら
れ
る
。
明
ら
か
に
武
榊
と
し
て
の
性
格
を

加
へ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
威
主
の
銘
文
花
、
春
秋
五
一
部
の
済
桓
・
晋
文
と
対
照

さ
れ
て
、

然
も
更
に
悠
大
な
思
想
を
以
て
表
明
さ
れ
て
ゐ
る
点
に
よ
ク
て
容
易
に

理
解
さ
れ
る
o

そ
れ
が
舜
の
後
喬
た
る
隊
国
よ
り
出
た
回
済
に
於
て
春
秋
以
来
の

覇
者
の
国
に
於
て
再
生
し
た
こ
と
、
及
び
戦
国
初
期
の
威
主
の
銘
文
に
現
は
れ
て

ゐ
る
こ
と
は
、
一
一
緒
意
義
深
い
も
の
が
φ
る。

た
だ
賞
帝
偲
説
が
時
代
を
下
る
に
従
っ
て
、
種
え
の
新
し
い
一
体
説
内
容
な
包
織

し
附
加
し
て
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
原
始
的
性
格
は
変
る
こ
と
な
く
常
に
そ
の

木
質
的
な
も
の
を
形
成
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
民
族
の
祖
先
榊
と
し
て
、
よ
わ
ノ
深
く

し
か
も
常
陀
民
ら
に
支
配
的
な
感
情
と
し
て
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
に
よ
っ
て
も

知
ら
れ
る
。
怨
趨
楊
寛
の
ご
と
く
演
変
説
を
採
る
に
し
て
も
、
以
上
の
ご
と
き
資

帝
の
醸
史
的
性
格
を
無
視
し
て
は
な
ら
た
い
と
考
へ
る
υ

ーはり一



(
図
に
こ
の
小
論
は
昭
和
二
十
七
年
度
の
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
助
成
研
究
成
来
φ

一
部
で
あ
る
)

注
一
東
北
大
学
支
那
一学
研
究
室
編
「
百
子
全
曹
人
名
索
引
」
に
よ
る
o

注
二
十
七
史
問
催
、
巻
六
、
司
馬
氏
父
子
異
街
。

注
一
一
一
東
勢
読
書
記
、
巻
十
二
、
諸
子
。

h

注
四
漢
書
芸
文
志
諮
説
、
諸
子
路
、
道
家
。

、
在
五
窓
斎
集
古
録
、
釈
文
勝
稿
下
巻
。

注
'
一
ハ
両
周
金
文
辞
大
孫
、
考
釈
下
篇
。
民
国
二
十
五
年
、
女
求
堂
刊
。

史

記

葉
一
帝

見

の

i
i特
に
司
馬
遼
の
寅
帝
の
取
り
扱
ひ
方
を
中
心
ざ
し
て

l
i

る

史
記
に
見
る
黄
帝
の
問
題
の
中
、

①
司
馬
還
の
焚
帝
の
取
り
扱
ひ
方

②
黄
帝
説
話
よ
り
み
る
史
記
の
焚
帝

が
、
大
き
な
も
の
し
と
て
考
へ
ら
れ
よ
う
。

前
者
は
編
者
と
し
て
の
司
馬
惑
が
、
安
帝
を
、
ど
の
様
に
取
り
扱
ク
た
か
と
吾
一
口
ふ

彼
の
紫
帝
観
に
恭
づ
く
資
料
の
取
り
扱
ひ
方
の
一
問
題
で
あ
り
/
、
後
者
は
、
責
帝
説

話
上
よ
り
、
史
記
の
賀
帝
が
資
料
的
に
ど
の
様
な
問
題
を
持
ク
て
ゐ
る
か
と
言
ふ

ζ

と
で
あ
る
。

前
者
に
ク
い
て
は
、
別
に
史
認
賀
帝
本
紹
考
〈
副
題
i

本
紀
の
構
成
分
析
よ

D

f
る
司
馬
惑
の
立
場
の
考
察
〉
〈
註
ご
と
し
て
、
本
紀
の
内
容
分
析
よ

p
し
て

一
考
じ
て
寵
い

した
の
で
あ
る
が
、
此
一処
に
於
て
は
、
と
れ
と
関
聯
し
ク
ミ
更
に

f

史
記
各
一
般
に
見
る
賀
帝
を
考
へ
る
事
に
依

p
、
司
馬
還
が
黄
帝
を
刊
と
の
様
に
考

ヘ
ー
叉
そ
れ
を
ど
の
様
に
史
記
に
取

p
あ
げ
て
来
、た
か
と
言
ふ
い
白
川
に
づ
い
て
考
究

し
て
りみ
た
い
O

釦

$

注
七
金
文
皆
刷
、
続
金
支
篇
に
よ
v
h
N
φ

注
入
集
刊
第
三
木
第
四
分
、
了
山
銘
文
考
釈
引
、
翁
祖
庚
説
。

注
九
観
堂
集
林
、
初
集
巻
十
八
、
史
林
十
。

注
十
中
国
上
古
史
導
論
、
二
、
資
帝
与
皇
帝
及
上
荷
。

注
十
一
金
文
議
考
、
周
場
銘
中
伝
統
忠
惣
考
、
一
宗
教
思
想
。

注
十
二
時
貢
半
月
刊
、
三
ノ
一
、
銭
穆
、
資
帝
故
事
地
望
考
。

注
十
三
観
堂
一
集
林
、
初
葉
巻
十
、
史
林
二
、
段
周
制
度
論
。

注
十
四
北
方
圏
、
創
刊
号
、
佐
藤
匡
玄
氏
賞
帝
論
。

問

題

安

ヨ長二
仁i

居

[11 

。

司
馬
惑
の
資
料
の
取
り
扱
ひ
の
慌
章
一
さ
は
、
(
此
処
に
彼
た
り
の
令
想
的
立
場

が
あ
る
の
判
二
一
C

る
が
〉
、
例
へ
ば
五
一
稲
本
紀
の
未
尾
の
太
・
史
公
笈
一
つ
を
取
づ
て

み
て
も
知
ら
れ
る
。

即
ち
、
古
文
献
の
比
較
考
麦
、
世
一
戸
地
踏
夜
、
古
老
等
よ
り
の
資
料
文
集
及
び
そ

の
寿
国
夏
、
或
は

非
好
関
日
深
思
、
心
知
山
失
意
、
回
難
為
浅
見
寡
聞
道
也
、
余
街
論
次
、
探
英
一
一
一
一
向
元

雅
者
。

と
一
一
宮
ふ
如
き
同
県
撃
な
学
的
立
場
は
、
資
料
に
対
す
る

絞
の
慎
重
さ
を
示
し
て
ゐ

宕
o

従
づ
て
、
賀
帝
を
取
り
扱
ふ
に
当
ク
て
も
、
同
様
な
態
度
が
と
ら
れ
た
と
と

は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

安
帝
に
関
す
る
資
料
が
当
時
一
恨
め
て
・
豊
富
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
事
e

は
、
史
記
の

各
所
に
黄
帝
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
事
、
呂
覧
・
韓
非
一
す
・
港
南
子
等
、
見
記
以

前
或
は
雨
時
頃
と
考
へ
ら
れ
る
も
の

K
多
く
そ
の
記
載
の
あ
る
事
よ
り
救
考
さ
れ


	0013
	0014
	0015
	0016
	0017

